大原詣で　：　平家懷古 by 藤原, 弘道
大
原
詣
て
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卆
家
懐
古
藤
原
弘
道
み
よ
や
み
よ
都
の
ふ
じ
の
室
晴
れ
て
月
も
う
へ
な
き
秋
の
光
を
(後
水
尾
天
皇
御
集
t
茸
狩
御
幸
の
時
叡
山
を
御
覽
あ
り
て
)
そ
の
昔
、
都
の
富
士
・こ
仰
が
れ
た
靈
嶽
比
叡
の
麓
、
八
瀬
の
里
を
清
流
に
滑
う
て
南
北
に
通
す
る
一
條
の
街
道
が
あ
る
。
高
野
川
が
あ
の
水
の
暴
威
の
た
め
t
1、
Fj)
こ
か
ら
持
ち
出
し
た
か
大
き
な
石
こ
ろ
を
、
無
雜
作
に
散
亂
さ
せ
た
ま
』
、
未
だ
改
修
も
せ
ら
れ
す
、
昭
和
災
異
史
の
一
頁
を
目
の
あ
た
り
物
語
つ
て
ゐ
る
。
加
茂
川
の
水
、
雙
六
の
賽
、
山
法
師
-こ
並
べ
立
て
御
嘆
聲
を
漏
ら
さ
れ
た
臼
河
法
皇
の
そ
の
か
み
の
こ
'/)
Fltも
(
李
家
物
語
)
が
想
ひ
起
さ
れ
る
。
嘗
て
精
神
的
道
塲
こ
し
て
、
靈
氣
し
め
や
か
に
流
れ
、
佛
道
修
業
に
志
す
も
の
曳
一
度
は
必
す
登
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
學
府
・こ
な
つ
た
比
叡
の
山
に
、
筧
の
水
を
汲
ん
で
は
經
を
寫
し
、
松
籟
の
響
に
あ
は
せ
て
は
經
を
誦
し
た
聖
僭
逹
の
眞
實
求
道
の
面
影
が
偲
ば
れ
る
。
そ
う
か
、こ
思
ふ
ーこ
、
朝
野
の
歸
仰
を
專
断
し
、
富
・こ
力
ε
を
か
ち
得
た
こ
の
お
山
に
も
、
い
つ
し
か
破
綻
の
日
が
到
來
し
て
、
潤
澤
な
經
濟
の
も
・こ
に
喟
集
し
た
無
頼
の
徒
の
幾
多
の
悲
し
む
べ
き
行
爲
や
、
宗
教
の
本
質
か
ら
は
る
か
に
遶
ざ
か
り
己
が
慾
望
を
滿
た
す
た
め
、
都
大
路
へ
押
し
掛
け
、
前
後
の
見
さ
か
ら
ひ
も
な
く
事
を
起
し
た
檜
兵
の
も
の
く
し
い
姿
な
汐
が
、
次
か
ら
次
へ
唱こ
一
幅
の
繪
卷
,こ
な
つ
て
腦
裡
に
展
開
さ
れ
る
。
八
瀬
遊
園
地
か
ら
徒
歩
二
時
聞
、
動
搖
の
多
い
自
動
車
を
殊
史
遜
け
て
、
京
情
緒
の
一
を
表
は
す
大
原
女
で
名
高
い
大
原
村
を
北
に
、
更
に
西
に
、
山
麓
、
石
柵
に
園
れ
た
大
原
西
陵
に
參
拜
し
、
夲
家
の
哀
史
を
今
に
傳
へ
る
寂
光
院
の
さ
玉
や
か
な
門
を
く
讐
る
。
慶
長
年
聞
、
秀
頼
、
淀
君
再
建
の
本
堂
に
詣
で
玉
、
夲
安
朝
後
期
(
寺
嬉
で
は
聖
徳
太
子
作
・こ
僊
ふ
)
の
大
き
な
地
藏
菩
薩
や
阿
波
内
侍
張
子
の
像
、
建
禮
門
院
の
御
木
像
な
さ
を
拜
し
た
。
思
ひ
き
や
深
山
の
奥
に
す
ま
ゐ
し
て
雲
居
の
月
を
よ
そ
に
見
む
ミ
は
(建
禮
門
院
)
草
蘆
竹
床
僅
に
風
日
を
蔽
ふ
の
み
で
あ
つ
た
庵
室
の
跡
も
、
昔
な
が
ら
の
幽
邃
靜
寂
そ
の
ま
玉
の
境
塊
で
あ
る
。
後
白
河
法
皇
が
池
水
に
汀
の
櫻
散
り
し
き
て
波
の
花
こ
そ
さ
か
り
な
り
け
れ
ε
詠
ぜ
ら
れ
た
庭
の
景
色
も
、
今
は
季
を
異
に
し
て
一
暦
閑
寂
で
あ
る
。
汀
の
池
、
汀
の
櫻
、
法
華
塔
、
寳
篋
院
塔
、
阿
波
内
侍
の
古
墳
、
さ
て
は
一
木
一
石
の
微
に
至
る
ま
で
、
そ
の
古
び
た
さ
ま
を
見
る
に
つ
け
て
も
懐
古
せ
ら
れ
た
の
は
源
軍
爭
覇
の
そ
の
昔
で
あ
る
。
造
寺
造
塔
を
唯
一
の
功
徳
ε
考
へ
、
あ
は
た
穿
し
く
頻
繁
に
廻
つ
て
く
る
佛
事
、
法
會
を
佛
教
の
す
べ
て
璽
あ
る
ぐ
》し
か
考
へ
て
ゐ
な
か
つ
た
樣
に
思
は
れ
る
王
朝
人
に
は
、
美
し
き
殿
堂
を
建
て
現
世
の
不
安
,こ
焦
慮
・こ
か
ら
、
滿
た
さ
れ
ぬ
心
の
察
盧
か
ら
、
解
脆
を
求
め
る
こ
ε
に
よ
つ
て
極
樂
の
世
界
を
眺
め
て
ゐ
た
。
道
長
の
法
成
寺
や
頼
通
の
鳳
凰
堂
の
如
き
、
そ
の
代
表
的
な
文
化
的
所
産
で
あ
ら
う
。
眞
の
求
道
者
は
殿
堂
の
佛
歡
で
あ
り
、
形
式
の
佛
歡
で
あ
る
寺
を
離
れ
、
遞
世
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
さ
れ
ば
一
切
の
現
世
的
生
活
、
淨
世
の
束
縛
を
捨
脆
し
て
、
人
里
を
離
れ
た
山
聞
幽
谷
に
隱
世
し
、
そ
こ
に
人
生
の
安
住
所
を
見
出
し
、
念
佛
し
て
極
樂
に
生
れ
ん
ε
す
る
も
の
、
或
35
ば
諸
國
を
遊
行
巡
禮
し
て
自
ら
の
聖
な
る
生
活
を
見
出
し
た
も
の
も
少
く
な
か
つ
た
。
そ
れ
が
五
朝
末
期
に
な
る
ーこ
、
綱
紀
の
頽
癈
、
人
倫
の
墮
落
、
並
に
相
次
ぐ
天
災
地
變
等
に
よ
つ
て
、
さ
ら
ぬ
だ
に
淌
極
的
で
あ
り
悲
觀
的
で
あ
つ
た
當
代
の
人
心
を
し
て
、
一
暦
生
活
の
不
安
ε
憂
鬱
-こ
を
深
か
ら
し
め
た
。
西
行
は
世
の
無
常
心
に
し
み
て
・こ
屡
々
言
つ
て
ゐ
る
が
、
無
常
轉
變
憂
喜
の
手
の
う
ら
を
か
へ
す
世
の
中
(撰
集
抄
)
に
於
け
る
こ
の
無
常
こ
そ
、
王
朝
未
期
の
人
々
の
心
に
映
じ
た
人
生
の
姿
で
あ
り
、
出
家
の
動
機
で
も
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
大
原
や
嵯
峨
野
の
奥
は
都
か
ら
程
遠
か
ら
す
、
然
か
も
山
勢
蒼
々
ε
し
て
、
風
色
幽
か
に
、
静
寂
を
慕
ふ
隱
者
の
佳
居
に
適
し
て
ゐ
る
か
ら
、
移
り
佳
ん
だ
も
の
が
殊
に
多
い
。丹
後
守
藤
原
爲
忠
の
三
子
で
、
文
學
に
造
詣
深
い
寂
念
(
伊
賀
守
爲
業
)
、
寂
然
(
壹
岐
守
頼
業
)
、
寂
超
(長
門
守
爲
隆
)
の
三
寂
が
或
は
保
元
の
亂
に
係
累
せ
ら
れ
、
或
は
思
ふ
,こ
こ
ろ
あ
つ
て
、
洛
北
の
霜
厚
き
こ
の
大
原
の
奥
に
閑
居
の
世
捨
人
・こ
な
つ
た
こ
・こ
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
「
ε
き
は
の
丹
後
の
守
爲
忠
朝
臣
の
子
さ
も
こ
そ
、
三
入
な
が
ら
道
心
を
發
し
て
、
出
家
遁
世
し
て
山
住
し
、
大
原
に
箟
り
、
靈
山
に
居
て
侍
り
け
れ
。
行
の
ひ
ま
に
は
和
歌
の
道
に
て
も
い
ま
だ
す
て
あ
へ
す
、
や
さ
し
き
物
か
ら
、
其
心
の
程
貴
く
そ
覺
え
け
る
。
」
(康
頼
寳
物
集
卷
中
)
ε
て
念
佛
修
行
の
聞
に
歌
道
に
精
進
し
た
こ
,こ
が
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
殊
に
寂
念
は
皇
太
后
宮
大
進
に
ま
で
昇
進
し
、
大
鏡
の
作
者
に
擬
せ
ら
る
」
ほ
汐
の
文
才
を
有
し
て
ゐ
た
。
叉
寂
然
ご
西
行
-こ
は
、
僣
に
し
て
歌
人
、
そ
の
境
遇
を
同
じ
く
し
て
ゐ
る
の
で
、
互
に
交
遊
も
あ
り
、
山
家
集
に
は
そ
の
淌
息
を
窺
ふ
ご
ε
の
出
來
る
も
の
が
多
く
あ
る
。
殊
に
西
行
が
高
野
山
よ
り
つ
か
は
し
た
十
首
の
詠
草
及
び
そ
の
か
へ
し
に
至
つ
て
は
、
名
利
を
捨
て
、
自
然
を
友
、こ
し
て
隱
楢
者
の
静
か
な
心
境
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
一
首
、
山
ふ
か
み
窓
の
つ
れ
ム
丶
、こ
ふ
も
の
は
色
づ
き
そ
む
る
櫨
の
立
枝
ぞ
西
行
山
か
ぜ
に
み
ね
の
さ
玉
ぐ
り
は
ら
く
・こ
に
は
に
お
ち
し
く
大
原
の
里
寂
然
36
歌
僭
の
一
脈
相
通
す
る
ε
こ
ろ
が
あ
る
。
或
は
ま
た
、
祗
王
、
紙
女
の
二
入
の
姉
妹
は
「
萠
え
出
つ
る
も
枯
る
玉
も
同
じ
野
邊
の
草
何
れ
も
か
秋
に
遇
は
で
果
つ
べ
き
」
(
李
語
)
・こ
一
首
の
詠
草
を
認
め
て
、
清
盛
の
懐
か
ら
遁
れ
、
草
深
い
嵯
峨
の
奥
に
柴
の
庵
を
結
ん
だ
。
そ
の
後
を
佛
御
前
も
慕
つ
て
庵
に
走
り
、
緑
の
黒
髪
を
切
つ
た
。
所
詮
は
自
ら
の
哀
し
む
べ
き
運
命
に
對
し
、
或
は
榮
枯
盛
衰
の
こ
ε
わ
り
に
世
の
無
常
を
感
じ
て
、
佛
の
世
を
慕
ひ
、
聖
な
る
永
遠
の
生
活
の
道
を
求
め
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
他
、
當
代
に
於
て
、
重
盛
、
小
督
、
康
頼
、
瀧
口
、
横
笛
、
文
覺
、
維
盛
、
さ
て
は
鈴
蟲
、
松
蟲
、
能
谷
直
實
…
…
…
等
現
前
に
展
開
す
る
無
常
觀
を
見
る
に
つ
け
て
、
出
家
遁
世
し
た
人
々
の
如
何
に
多
か
つ
た
こ
ミ
か
。
三
一
體
、
蓮
長
に
至
り
、
此
世
を
ば
我
世
・こ
誇
つ
た
藤
原
氏
の
勢
力
は
、
自
ら
の
無
氣
力
に
加
へ
、
院
政
が
始
り
、
地
方
武
士
の
權
力
が
次
第
に
認
め
ら
る
玉
に
至
つ
て
漸
く
傾
き
か
け
た
。
然
か
も
保
元
李
治
の
亂
の
末
は
、
邃
に
藤
原
氏
の
權
威
地
に
墮
ち
、
苹
氏
の
二
門
に
あ
ら
ざ
ら
ん
者
は
皆
人
非
人
た
る
べ
し
L
(
夲
語
)
ε
極
言
せ
ら
れ
ゐ
時
勢
ε
な
つ
た
。
武
家
の
興
起
を
促
し
た
た
の
は
、
誠
に
や
む
を
得
ざ
る
の
勢
で
あ
る
。
眼
前
に
末
世
的
な
世
相
を
見
る
に
つ
け
、
誰
し
も
世
の
経
末
か
・し
悲
し
み
、
絶
¢げ王
的
な
人
生
觀
を
抱
く
に
至
つ
た
。
然
か
も
單
・な
る
一
李
僣
で
な
く
、
關
臼
蓑
實
を
兄
に
持
つ
貴
族
僭
慈
圓
が
主
張
す
る
末
世
澆
季
の
思
潮
は
(愚
管
抄
)
一
般
知
識
階
級
を
風
靡
せ
す
に
す
む
筈
は
な
い
。
人
倫
地
を
拂
つ
た
時
勢
に
處
し
、
い
つ
さ
ん
な
不
幸
が
到
來
す
る
か
も
知
れ
ぬ
こ
の
世
に
於
い
て
、
人
々
の
心
が
現
實
的
亨
樂
の
方
面
に
走
る
か
、
さ
な
く
ば
一
麿
す
べ
て
を
離
睨
し
て
、
隱
遁
の
生
活
に
、
せ
め
て
の
諦
め
の
世
界
を
見
出
す
べ
く
趨
い
た
こ
嘔こ
に
、
何
の
不
思
議
も
な
い
。
現
實
的
勢
力
を
持
續
す
る
上
に
、
或
は
一
身
の
保
護
の
上
に
、
都
郡
お
し
な
べ
て
、
武
士
の
力
を
さ
れ
だ
け
頼
り
に
し
た
こ
ε
37
か
。
政
治
的
に
も
、
思
想
的
に
も
、
宗
教
的
に
も
、
道
徳
的
に
も
、
言
は
穿
全
く
行
き
詰
つ
た
王
朝
末
期
の
肚
會
を
革
新
す
べ
き
新
階
級
の
勃
興
は
、
國
民
の
ひ
ε
し
く
要
望
す
る
ε
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
崇
徳
天
皇
長
承
元
年
、
院
政
時
代
の
行
詰
り
を
建
築
に
物
語
る
三
十
三
聞
堂
が
、
落
慶
せ
る
に
當
り
、
夲
忠
盛
は
そ
の
エ
を
督
せ
る
功
に
よ
つ
て
、
内
昇
殿
を
許
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
ーこ
は
、
當
時
下
薦
人
・こ
考
へ
て
ゐ
九
公
卿
達
に
、
汐
ん
な
に
映
じ
た
こ
ε
で
あ
ら
う
。
そ
の
後
二
十
七
年
、
夲
治
の
亂
が
濟
ん
で
僅
か
に
八
年
、
仁
安
二
年
に
は
、
清
盛
早
く
も
從
一
位
太
政
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
、
武
臣
太
政
大
臣
の
例
を
開
い
た
。
そ
れ
が
數
年
な
ら
す
し
て
、
一
族
公
卿
十
六
人
、
殿
上
人
三
十
餘
人
、
諸
國
の
受
領
、
衛
府
、
諸
司
、
都
合
六
十
餘
人
、
日
本
六
十
六
ケ
國
、
夲
家
知
行
の
國
三
+
餘
ケ
國
、
既
に
牛
國
を
超
え
た
り
(夲
語
)
て
う
榮
華
に
は
全
く
驚
く
の
外
な
い
。
夲
家
の
異
數
の
榮
逹
は
、
言
ふ
迄
も
な
く
、
藤
原
氏
の
故
智
に
傚
つ
て
、
皇
室
く」
外
戚
關
係
を
結
ん
だ
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
叉
清
盛
は
そ
の
數
人
の
子
女
を
し
て
一
人
も
武
家
へ
は
嫁
せ
し
め
す
、
悉
く
公
家
、こ
婚
姻
關
係
を
結
ん
だ
こ
ε
は
、
一
門
の
公
家
化
噛こ
い
ふ
こ
ε
に
、
如
何
に
腐
心
し
た
か
野
首
肯
さ
れ
や
う
。
奪
脈
分
脈
に
よ
る
ε
、
清
盛
に
は
九
人
の
子
女
が
あ
つ
た
。
第
一
女
は
花
山
院
左
大
臣
(藤
原
)
兼
雅
公
室
、
第
二
女
は
高
倉
院
申
宮
徳
子
、
建
禮
門
院
、
第
三
女
は
高
倉
院
准
母
、
六
條
攝
政
(基
實
)
北
政
所
、
第
四
女
は
大
納
言
(
四
條
)
隆
房
卿
室
、
第
五
女
は
普
賢
寺
關
臼
(近
衛
基
通
)
北
政
所
、
第
六
女
は
修
理
大
夫
信
隆
卿
室
、
第
七
女
は
後
白
河
院
女
房
、
第
八
女
は
花
山
院
左
大
臣
家
廊
卿
御
方
、
第
九
女
は
出
家
。
一
入
・こ
し
て
武
家
へ
は
嫁
し
て
居
な
い
。
貴
族
名
門
が
富
裕
な
武
人
ε
婚
姻
を
結
ぶ
ε
言
ふ
こ
ε
は
、
史
上
常
に
繰
返
す
婁
こ
ろ
の
權
力
,こ
富
、こ
の
結
合
で
あ
つ
て
、
兩
者
互
ひ
に
因
縁
を
結
ん
で
利
釜
を
得
ん
¶こ
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
噛こ
へ
、
種
々
な
る
事
情
の
然
ら
し
む
る
ε
こ
ろ
ε
は
云
へ
、
貴
族
文
化
の
衰
退
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
よ
し
貴
族
の
庶
民
化
へ
言
へ
ば
言
へ
ぬ
こ
ε
も
な
い
が
、
や
が
て
室
町
時
代
に
極
勢
に
逹
し
た
下
剋
上
的
現
象
の
所
謂
萠
芽
・こ
も
思
は
し
め
ら
れ
る
。
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四
清
盛
の
佛
寺
壓
逍
は
時
人
の
頭
に
如
何
に
響
い
た
か
。
興
輻
寺
、
東
大
寺
堂
宇
僣
房
の
燒
亡
は
、
こ
ε
に
罪
業
中
の
罪
業
で
あ
る
。
こ
の
罪
業
に
よ
つ
て
、
清
盛
は
次
第
に
悪
化
し
て
來
る
東
國
の
形
勢
に
心
を
殘
し
な
が
ら
、
惱
み
を
重
ね
て
死
な
エ
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
兼
實
は
そ
の
薨
逝
の
日
の
日
記
に
「
就
中
、
去
々
年
以
降
、
強
大
之
威
勢
滿
二
海
内
↓
苛
酷
之
刑
罰
、
普
訟
於
天
下
弔
邃
衆
庶
之
怨
氣
答
レ
天
、
四
方
之
匈
奴
成
レ
變
。
何
况
、
魔
昌誠
天
台
法
相
之
佛
一哉
。
只
非
レ堙
昌滅
佛
像
堂
舍
↓
顯
密
正
教
、
悉
成
二
灰
燼
叩
師
跡
相
承
之
口
决
抄
出
、
諸
宗
之
深
義
、
秘
密
之
奥
旨
、
併
邁
二回
祿
相
如
レ
此
之
逆
罪
、
無
レ
非
昌
彼
之
屑
吻
殉
倩
案
昌修
因
感
果
之
理
↓
爲
昌敵
軍
一亡
ム其
身
↓
被
レ
懸
昌首
於
才
鋒
門
可
レ曝
コ骸
於
戰
瘍
↓
兎
昌
弓
矢
刀
劍
之
難
輔
病
席
絡
レ命
。
誠
宿
運
之
貴
、
非
二
人
意
之
所
7測
歟
。
但
紳
罰
冥
罰
之
條
、
新
以
可
レ
知
。
日
月
不
レ墮
レ
地
。
爰
而
有
レ憑
者
歟
。
此
後
之
天
下
安
否
、
只
奉
レ
任
昌伊
勢
太
祚
宮
、
春
日
大
明
騨
一耳
。
(
玉
葉
治
承
五
年
閏
二
月
四
日
)
ε
言
つ
て
ゐ
る
。
罪
業
ε
言
へ
ば
、
大
佛
殿
燒
却
の
當
事
者
重
衡
は
禁
囚
の
身
・こ
な
り
、
や
が
て
奈
良
で
、
無
情
な
る
刄
の
露
ざ
な
つ
た
で
は
な
い
か
。
そ
れ
の
み
か
、
夲
家
一
門
の
人
々
の
悲
慘
事
を
見
聞
す
る
に
つ
け
、
時
人
を
し
て
諸
行
は
無
常
で
あ
り
、
盛
者
は
必
衰
の
理
で
あ
る
ε
、
今
更
の
や
う
に
慨
嘆
を
漏
ら
さ
せ
た
。
で
あ
る
か
ら
佛
敦
は
ま
つ
尊
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
、こ
言
ふ
や
う
な
敍
述
を
も
つ
の
が
、
李
家
物
語
の
根
底
に
流
れ
る
作
者
の
思
想
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
念
佛
生
浩
に
入
つ
た
建
禮
門
院
は
、
彌
陀
如
來
の
來
迎
引
接
を
得
て
大
往
生
を
邃
げ
ら
れ
た
こ
ε
を
記
し
て
筆
を
洗
つ
て
ゐ
る
。
然
し
清
盛
に
も
彌
陀
信
仰
は
あ
つ
た
。
藤
原
忠
親
の
日
記
山
槐
記
保
元
四
年
二
月
十
三
日
の
條
に
、
「
參
千
體
新
阿
陀
堂
、
今
日
供
養
習
禮
也
。
先
參
院
、
次
參
御
堂
也
。
此
堂
者
、
先
年
亂
逆
之
時
、
讃
岐
院
出
城
南
宮
、
繕
烏
合
陣
之
地
也
。
然
官
軍
放
火
彼
御
所
燒
失
了
。
近
課
太
宰
大
貳
清
盛
朝
臣
被
建
立
也
。
佛
者
鳥
朋
院
御
準
生
之
時
令
造
立
給
、
未
被
建
立
御
堂
崩
御
了
。
三
尺
彌
陀
也
Q
御
周
忌
之
間
人
々
爲
御
追
善
造
加
、
仍
其
數
餘
于
千
體
舜
云
」
マ」
言
つ
て
ゐ
る
か
、
三
尺
の
千
體
阿
彌
陀
如
來
を
安
置
信
仰
し
た
清
盛
の
行
爲
は
、
道
長
以
來
、
數
で
こ
な
す
信
仰
の
影
響
・こ
は
言
へ
、
熊
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野
や
嚴
島
の
信
仰
ε
共
に
、
彼
の
彌
陀
信
仰
の
一
面
を
窺
ふ
こ
ーこ
が
出
來
や
う
。
承
安
四
年
の
春
は
早
魃
の
日
が
績
い
た
。
百
姓
は
耕
作
の
煩
ひ
を
歎
き
大
變
困
窮
し
た
。
そ
れ
で
清
凉
殿
で
は
、
五
月
二
十
四
日
か
ら
最
勝
講
が
始
め
ら
れ
た
。
山
門
の
澄
憲
が
龍
紳
に
所
願
を
籠
め
た
・こ
こ
ろ
、
天
地
感
應
、
大
雨
が
三
日
三
晩
降
り
績
い
て
、
「
詮
道
の
拔
耋
、
當
座
の
降
雨
、
古
今
誠
に
類
な
し
、
御
勸
賞
あ
る
べ
き
か
」
ε
攝
政
よ
り
奏
聞
せ
ら
れ
、
上
御
一
人
よ
り
、
下
萬
民
に
至
る
ま
で
非
常
に
喜
ん
だ
の
を
、
清
盛
は
潮
笑
し
、
病
人
あ
つ
て
、
全
治
す
る
頃
醫
師
が
そ
れ
を
診
て
治
療
す
れ
ば
早
く
効
驗
が
あ
り
、
之
を
醫
師
の
診
案
宜
し
き
を
得
た
ε
言
ふ
や
う
に
、
春
の
頃
よ
り
早
し
て
、
五
月
雨
の
降
る
時
季
を
見
は
か
ら
つ
て
所
り
、
雨
が
降
つ
た
か
ら
ε
て
澄
憲
の
所
濤
の
御
蔭
マ
」、
人
々
の
沙
汰
す
る
の
は
い
ε
お
か
し
い
事
で
あ
る
、こ
言
つ
て
ゐ
る
。
(源
夲
盛
衰
詛
)
清
盛
の
か
く
の
如
き
態
度
は
、
彼
の
南
都
の
燒
討
ち
、こ
併
せ
考
へ
る
、こ
き
、
比
叡
山
を
燒
討
ち
し
、
石
山
本
願
寺
・こ
數
年
戰
つ
た
織
田
信
長
・こ
比
較
し
て
、
さ
こ
ま
で
も
現
實
的
精
神
に
生
き
ん
・こ
す
る
革
新
的
な
性
格
の
相
似
す
る
一
端
を
見
出
す
こ
ε
が
出
來
る
。
　7
五
夲
家
の
成
功
は
そ
の
公
家
化
し
た
た
め
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
た
め
に
ま
た
失
脚
も
し
た
。
武
人
が
弓
矢
を
捨
て
、
鎧
を
脱
い
で
、
名
香
の
薫
ゆ
か
し
い
差
貫
や
直
衣
の
優
雅
な
姿
に
身
を
窶
し
、
詩
歌
管
絃
を
弄
び
、
華
柔
に
流
れ
る
こ
、こ
は
當
然
沒
落
の
道
を
辿
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
夲
家
の
專
横
は
、
保
元
の
亂
に
味
方
・こ
じ
て
戰
つ
た
源
頼
政
さ
へ
、
邃
に
そ
の
暴
戻
見
る
に
凌
び
す
兵
を
起
す
に
至
つ
た
で
は
な
い
か
。
歴
史
は
見
捨
て
ら
れ
た
小
さ
い
捨
石
が
途
に
は
重
要
な
る
役
割
を
演
す
る
や
う
な
結
果
を
齎
す
こ
ε
が
屡
々
あ
る
。
池
の
禪
尼
の
情
に
よ
つ
て
死
を
の
が
れ
.
伊
豆
の
僻
島
に
流
さ
れ
た
頼
朝
の
た
め
に
、
夲
家
一
門
全
滅
の
悲
蓮
を
齎
來
し
や
・こ
は
誰
か
よ
く
豫
期
し
得
九
ら
う
か
。
抑
々
夲
家
の
沒
落
は
清
盛
の
薨
じ
た
治
承
五
年
に
始
つ
た
。
壽
永
二
年
・こ
言
へ
ば
そ
の
後
僅
か
二
年
で
あ
る
。
九
月
五
日
の
玉
葉
に
、
右
大
臣
象
實
で
す
ら
「
近
日
、
京
中
物
取
今
一
重
陪
増
、
微
塵
之
物
、
不
レ
能
レ持
コ
出
途
中
殉
京
中
萬
入
於
レ今
者
一
切
不
レ
能
昌存
命
殉
義
仲
院
御
領
已
下
併
押
領
、
日
々
陪
増
。
凡
緇
素
貴
踐
無
レ不
レ
拭
レ
涙
。
所
レ憑
只
頼
朝
之
上
洛
云
云
」
く
)言
ふ
に
至
つ
て
は
、
最
早
夲
家
は
瓧
會
の
指
導
的
地
位
に
立
つ
べ
き
も
の
で
な
く
、
戰
は
す
し
て
既
に
人
心
離
反
の
歌
態
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
今
を
時
め
く
夲
家
の
一・門
、
畏
く
も
國
母
-こ
し
て
大
宮
人
羨
望
の
的
で
あ
つ
た
牛
世
の
榮
華
が
、
一
陣
の
源
風
に
一
た
ま
り
も
な
く
、
西
海
の
波
に
漂
は
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
ε
は
、
一
暦
亂
世
の
は
か
な
さ
を
慇
ぜ
し
め
ら
れ
る
。
轉
變
の
迅
速
な
る
、
時
人
が
澆
末
の
感
を
一
暦
深
く
し
た
の
も
無
理
は
な
い
。
末
法
末
年
、こ
は
言
へ
、
時
人
は
何
を
期
待
し
、
何
を
希
望
し
た
か
。
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
古
の
聖
な
る
時
代
を
憧
憬
し
、
永
遠
な
る
も
の
を
望
ん
で
や
ま
な
か
つ
た
。
事
實
永
觀
以
後
壽
永
の
頃
ま
で
の
二
百
年
聞
の
間
に
、
永
又
は
長
の
宇
を
用
ひ
た
年
號
が
、
甚
だ
多
い
の
で
も
よ
く
察
せ
ら
れ
や
う
。
例
へ
ば
、
永
觀
、
永
延
、
永
祚
、
長
徳
、
長
保
、
長
和
、
長
元
、
長
暦
、
長
久
、
永
承
、
永
保
、
永
長
、
長
治
、
天
永
、
永
久
、
元
永
、
長
承
、
永
治
、
永
暦
、
長
寛
、
永
萬
、
壽
永
等
を
あ
げ
る
こ
ご
が
出
來
る
。
然
も
永
延
、
永
祚
、
永
長
、
長
治
、
元
永
、
永
治
、
永
暦
、
長
寛
、
永
萬
の
如
き
、
長
か
る
べ
き
筈
が
僅
々
一
年
或
は
二
年
し
か
績
か
な
か
つ
た
,こ
い
ふ
こ
・こ
は
皮
肉
-こ
言
へ
ば
皮
肉
で
あ
る
。
(中
村
直
勝
氏
岩
波
國
史
講
座
室
町
時
代
の
庶
民
生
活
參
照
)
六
木
曾
義
仲
が
入
京
し
て
亂
暴
を
働
き
、
院
の
御
所
を
襲
つ
た
罪
は
何
、こ
言
つ
て
も
遁
れ
る
こ
、こ
は
出
來
な
い
。
ーミ
こ
も
に
た
ーこ
へ
源
夲
兩
政
敵
の
私
怨
私
憤
に
因
る
ε
は
言
へ
、
壇
の
浦
で
累
を
至
霹
に
及
ぽ
し
奉
つ
た
こ
ぐ」は
、
誠
に
恐
懼
の
至
り
に
堪
へ
ざ
る
こ
・こ
瓦
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
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今
ぞ
知
る
御
裳
濯
川
の
流
に
は
浪
の
下
に
も
都
あ
り
・こ
は
(
源
雫
盛
衰
詑
)
夲
家
に
績
く
源
家
も
僅
か
三
代
二
十
八
年
で
滅
ん
だ
が
、
古
來
夲
家
の
哀
れ
を
語
る
も
の
多
き
も
、
源
家
の
悲
運
を
語
る
も
の
少
き
は
何
故
で
あ
ら
う
。
そ
は
夲
家
が
負
け
た
か
ら
で
あ
る
。
李
家
が
弱
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
事
實
頼
朝
の
正
統
は
三
代
で
滅
ん
だ
が
、
源
家
の
一
族
は
織
田
、
豊
臣
の
二
氏
を
除
き
、
明
治
維
新
ま
で
天
下
の
實
權
を
掌
握
し
て
ゐ
た
。
一
般
武
士
に
し
て
も
そ
の
身
源
氏
の
末
孫
た
る
こ
,こ
を
喜
ぶ
子
孫
の
多
い
こ
ε
は
、
系
譜
に
關
心
を
も
つ
も
の
玉
ひ
ε
し
く
感
す
る
ε
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
し
て
も
夲
家
沒
落
の
後
、
時
勢
に
慣
り
、
自
ら
夲
家
の
出
身
を
名
乘
る
こ
・こ
さ
へ
出
來
な
か
つ
た
我
が
勢
觀
房
源
智
上
人
の
母
を
懐
ふ
S
き
、
一
暦
あ
は
れ
を
増
す
や
う
で
あ
る
。
砲
士
史
の
香
ゆ
か
し
い
大
原
の
里
は
昔
な
が
ら
の
閑
寂
な
趣
を
味
は
せ
て
く
れ
る
。
「
二
月
、
三
月
の
程
は
嵐
は
け
し
う
、
餘
寒
も
未
だ
つ
き
す
、
峰
の
臼
雪
淌
え
や
ら
で
、
谷
の
つ
ら
エ
も
う
ち
解
け
す
。
か
く
て
春
過
ぎ
夏
立
つ
て
、
北
祭
も
過
ぎ
し
か
ば
、
法
皇
夜
を
こ
め
て
、
小
原
の
奥
へ
御
幸
な
る
。
」
(
李
語
小
原
御
幸
)
文
治
二
年
四
月
、
後
白
河
法
皇
御
臨
幸
の
御
物
語
は
、
今
も
能
樂
の
う
ち
に
取
扱
は
れ
て
往
時
を
語
つ
て
ゐ
る
。
新
ら
し
い
文
化
の
波
は
郊
外
の
舊
い
自
然
を
亡
し
て
ゆ
く
。
然
か
し
こ
の
大
原
の
里
だ
け
は
人
爲
的
文
化
の
創
建
か
ら
取
殘
し
て
ほ
し
い
。
八
私
は
中
秋
の
一
日
、
洛
北
の
淨
境
、
寂
光
院
に
詣
で
瓦
、
七
百
五
十
年
の
昔
を
回
顧
し
、
か
つ
て
壇
の
浦
に
遊
び
、
阿
彌
陀
寺
陵
に
參
拜
し
、
赤
間
宮
に
詣
で
玉
、
軍
家
一
門
の
人
々
の
苔
む
す
墓
碑
に
、
そ
の
哀
詩
を
弔
つ
た
時
の
や
う
に
、
深
い
感
概
に
打
た
れ
た
。
